
 

 

 

令和２年５月定例教育委員会会議録（要点筆記） 

 

日    時：令和２年５月20日（木）10時～11時 

場    所：町民会館 １階会議室 

 

出席委員：教育委員（４人）：田口委員、津川委員、亀山委員、 

福永委員（自宅よりリモートにて参加） 

教育長 ：柴田教育長 

事務局 ：井上課長、酒井係長、音成指導主事、山内指導主事 

傍聴者 ：０人 

 

 

１ 開 会 

  教育長  総務文教常任委員会 若基小学校での現地研修の報告（５月19日） 

 

２ 教育長報告 

（１）学校訪問について 

・教育学習課訪問･･･対象校10校は予定 

・東部教育事務所訪問･･･今年度、終日訪問は実施なし。半日日程で実施する。 

・東部教育事務所の学校長面談･･･１学期に訪問がない学校が対象となる。 

            

（２）県教育委員会より 

・異動地区区分の変更について･･･具体的には未定である。 

・離島赴任者の掘り起こし･･･離島勤務は、原則３年から２年に変更されること

も検討中。特に、養護教諭が不足している。 

・高学年専科配置の状況把握･･･課題を整理する必要がある。 

・統括事務長の職務内容の改正 

 

 （３）基山町教育委員会より[新型コロナウイルス感染拡大防止対応] 

    ・３月～これまでの状況及びその対応について 

[臨時休校、地区別分散登校、学校再開、学校行事] 

・給食費の返金について（臨時休校分は、７月分で調整する） 

  

（４）基山町内小中学校の現状報告（指導主事より） 

   ・学校再開後の様子について 

   ・給食、休み時間、登下校、登校を自粛している児童生徒について 

   ・６月の行事の実施及び変更等 

   ・配慮を要する児童生徒の新学期の様子 

   ・不審者情報･･･５月は、２事案あった。（若基小校区１、基山小校区１） 

   ・教職員関係･･･産休、育休、病休取得の教職員 

   ・帰国子女等非常勤講師任用･･･６月中旬より（若基小２名、基山小１名） 



 

 

 

（５）協議事項 

①ＧＩＧＡスクール構想計画の前倒しについて 

・一人１台の端末を準備したい。 

・４５０００円を国から上限に、国から１/２の補助がある。 

・端末は原則、貸し出しとする。 

・校内ＬＡＮは、高速大容量の無線ＬＡＮを整備する。 

・ＧＩＧＡスクールサポーターの配置について 

・精度のよいカメラ・マイクについても整備を考える。 

    ・家庭学習のための通信機器整備･･･町としては費用がかかりすぎるため、要検

討である。 

    ②無料塾について 

    ・ＮＰＯ法人のいるかネット 

         →公民館での活用だが、若基小での実施も考えている。 

     →通常の塾としての役割と、発達障害をもった児童への学習保障の両方を目

的とする。どのように周知、募集をするか。 

 

３ 議案審議           

     第６号議案 令和２年度準要保護児童・生徒の追加認定について 

       議案書により説明。 

⇒認定５件、否認１件 

       ⇒【第６号議案】承認 

 

     第７号議案 令和２年度基山町立学校部活動指導員の委嘱について 

      議案書により説明。  

    ・国からの補助が３年間で、報酬があるのは今年度が最後になる。 

    ・同競技であれば３年間のみで、続けるのであれば町の負担金となる。 

    ・他の競技であれば、そこから３年間は続けることができる。  

       ⇒４名の部活動指導員の委嘱。 

     ⇒【第７号議案】承認 

 

 

４ 報告及び協議事項 

議案書により説明 

（１） ６月議会補正予算の概要について 

⇒ＧＩＧＡスクール構想に係る補助金、配線工事 

（２） ４月定例教育委員会会議録の承認について 

⇒司会の交代→議長の交代 

（３） 令和２年度防犯パトロールカー巡回スケジュールについて 

⇒６月５日（金）16：00～（教育委員） 

一人では、何か起こったときに対応できないので、二人以上でパトロール 

する。 



 

 

 

⇒５月25日（月）は、教育学習課がパトロールする。 

（４） 今後の行事予定について 

⇒６月６日（土）基山３校とも土曜授業をする。授業参観はない。 

⇒６月18日（木）基山小･･･町教育委員会訪問を実施する。 

 

５ その他 

  ・福永委員：自宅でのリモート参加について 

        ⇒時々音が途切れるが、大きな違和感はない。 

  ・田口委員：・会社の会議は、WEB上で行っている。カメラやマイクは 

専用のものを使うと、より広角で音声もよい。 

・これからは、このようなスタイルの会議（リモート会議）が増えて

くるだろう。 

・リモートで、休校中の子どもたちをサポートすることができる。 

不登校対応のツールとしても活用できるのではないか。 

 

  【次回の定例教育委員会】 ６月１９日（金）９：３０～ 

   


